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研究成果の概要（和文）：都内１自治体における全区立保育園児を対象とした横断調査（2014～2017年の4回）
および区立小学校1年生を対象とした縦断調査（2015、2016年）のデータを用い、就学前の食習慣が、子どもの
野菜摂取量や健康状態にどのように関連するかを検討した。自治体で取り組む野菜摂取促進事業について認識し
ている保護者や、野菜を毎食摂取する子どもの割合は経年的に増加した。分析結果より、食事の始めに野菜を食
べる習慣のある子どもは、他の食品群から食べる子どもと比べ野菜の摂取量が多く、また過体重になる傾向が抑
えられることが示された。就学前の食習慣指導が、小児期の食習慣形成と肥満予防に有効となる可能性が示唆さ
れた。

研究成果の概要（英文）：We examined how dietary habits were related to vegetable intake and 
overweight in children, using cross-sectional data of pre-schoolers (4 times from 2014 to 2017) and 
longitudinal data of 1st-grade students (2015, 2016) in one municipality in Tokyo.  During the 
survey period, the proportions increased that of parents who recognized the dietary-promotion 
project conducted by local governments and that of pre-schoolers who ate vegetables every meal. Our 
results showed that children who eat vegetables first at a meal had higher vegetable intake and were
 less likely to be overweight than children who eat other food groups first. Dietary instruction 
that focus on vegetable intake in children could be an effective way to establish proper dietary 
habits of children and prevent obesity in the future.

研究分野：社会疫学、母子保健
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、食事の始めに何を食べるかという食習慣と、小児の食事摂取量および健康状態との関連について、一
自治体における大規模な横断・縦断データを用いて明らかにした点に学術的意義がある。生涯を通じた生活習慣
病予防の観点から、小児期において適切な食習慣を形成するためにどのような食習慣指導が有効かを示唆した点
で社会的な意義がある。また子どもの食習慣は、保護者の食習慣に関する認識や行動、世帯背景によって影響を
受けたことから、保護者自身の食習慣の変容も視野に入れた施策が重要となることが示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
生涯を通じた生活習慣病予防の観点から、小児期は健康的な食習慣形成に重要な時期とされ

る。食習慣が確立する小児早期より、野菜摂取量の多い食習慣を身につけることが推奨されてい
る（WHO, 2003）。一方、従来の食育などの取り組みのみでは、社会経済的に不利な子どもと恵
まれた子どもでその習得度合いが異なり、食習慣格差を広げる恐れがあるため（Marmot et al.,   
2010）、支援の立案・実行段階で、格差の原因分析と継続的なモニタリングが有効に活用される
ことが求められる（WHO Commission on Social Determinants of Health & WHO, 2008）。しかし、日
本ではこれまで子どもの食行動に関する継続的な調査は行われておらず、食育による肥満予防
などの長期的効果はほとんど検証されていなかった。 

また、小児の食習慣を決める要因には、保護者の社会経済的背景や食習慣、時間的制約、地域
に特徴的な食事内容など、社会経済的・文化的要素が含まれる。そのため小児の食習慣変容を促
すには、様々な側面を兼ねたアプローチが必要とされる（Heather, 2005）。日本においても、幼児
および保護者自身の食習慣、運動習慣の不足、就業状態などが、幼児期に肥満になりやすい要因
として報告されている（Takahashi et al., 1999）一方で、野菜摂取を促す介入の効果については、
介入後の野菜に関する知識や態度の変化に主眼が置かれている（砂見他, 2012; 堀田他, 2008）。
幼児に対する野菜摂取を促す介入プログラムについて、野菜摂取量の変容ならびに介入後の肥
満予防の効果が検証された研究は、現在のところ見受けられない。 
これらの背景より、この分野における日本の研究状況の以下の課題に着目した。 

(1) 日本において、子どもの食習慣形成を決定する要因の把握が不十分である 
(2) 食習慣変容を促す施策による肥満予防効果の長期的検証が不足している 
 
２．研究の目的 

本研究では、東京都足立区における野菜摂取に特化した食習慣変容を促す施策について、小児
期の食習慣の定着および肥満予防の観点から、その長期的効果の定量化を目的とした。 
このため、以下 2 点に関する調査・分析を行った。 

(1) 区内保育施設における食習慣指導の実態把握と、経年的な普及状況の把握 
(2) 食習慣指導による子どもの食事内容への影響および長期的な肥満予防効果の検証 
これらの検討を通じ、就学前からの食習慣指導による効果について明らかにし、自治体におけ

る食習慣指導の有効な実施方法について示唆を得る。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究の協力自治体である東京都足立区では、糖尿病をはじめとした生活習慣病を予防す
るため、「野菜から食べる」「野菜を 3 食食べる」「野菜をよく噛んで食べる」などの野菜摂取を
重視した食習慣変容を促す取り組み（以下、野菜摂取促進事業）を行っている。この一環として、
2014 年度からは区立保育園において、食事の始めに野菜料理を食べる習慣の指導や、野菜料理
に親しむための体験事業などが行われてきた。野菜摂取促進事業の目的や内容の理解を促すた
め、保護者に対する説明や活動紹介の機会も設けられている。本研究では上記の野菜摂取促進事
業に着目し、本研究期間を通し、本事業の認知割合の変化や食習慣の指導内容の定着の様子、ま
た食習慣による子どもの健康状態への影響を検証した。 

2014 年度から 2017 年度の毎年度、区立および公設民営保育園に通う 3 歳児から 5 歳児クラス
の園児、および保護者の食習慣や意識に関する調査を実施した。本調査は、足立区衛生部こころ
とからだの健康づくり課・子ども家庭部子ども施設運営課とともに、野菜摂取促進事業の認知や
対象者の現在の食習慣について把握するために実施したものである。このうち 7 園において、よ
り詳細な親子の食習慣と生活習慣への質問票、および 3-6 歳の日本人幼児用簡易型自記式食事
歴法質問票（BDHQ3y）の回答協力を得た（2015 年度 4 歳児クラス、2016 年度 5 歳児クラス）。 
(2) 2015 年度より実施している「足立区子どもの健康・生活実態調査」を継続した。この調査
は、足立区、国立研究開発法人国立成育医療研究センター、東京医科歯科大学が共同し、区立小
学校全 1 年生を対象として縦断的に実施しているアンケート調査である（Ochi et al., 2020）。2015
年 7 月時点で区立小学校 1 年生に在籍している児童（n = 5,355）を対象とし、児童の生活習慣や
行動、食習慣、世帯構成、保護者の社会経済的背景などを保護者が回答する自記式質問紙調査と、
学校健康診断（身長、体重）および歯科健診のデータを突合した。この対象者をコホートとして、
小学校 2 年時および 4 年時にも調査を実施した。 

この調査データを分析し、児童の食習慣定着および健康状態を規定する社会経済的な要因の
同定と、野菜摂取促進事業により定着した食習慣による、肥満予防の効果を検証した。 
 
４．研究成果 
(1) 野菜摂取促進事業の普及状況 
 2014 年度から 2017 年度にかけて区立保育園で実施した調査の対象者および回答数について
【表１】に示す。野菜摂取習慣の指導に取り組みを始めた 2014 年当初と比べ、野菜摂取促進事業
や保育園での取り組みに対する保護者の認知は経年的に高まっており【表 2】【表 3】、野菜摂取量
に関する知識がある保護者や、野菜を毎食摂取する保護者の割合も増えていた【表 4】【表 5】。ま
た園児についても、食事の始めに野菜から食べる子どもや、野菜を毎食摂取する子どもの割合が



経年的に増えていた【表 6】【表 7】。 
 これらの割合は、2014 年度当初から野菜摂取習慣の指導への取り組みを始めた区立保育園の
方が、2016 年度から取り組み始めた公設民営保育園よりも大きく、園での取り組みによる野菜
摂取促進事業の普及効果を示すと考えられた。 
 
    【表 1】園児や保護者の食習慣に関する調査対象者（3～5 歳児クラス） 
 
 
 
 
 
 
【表 2】 足立区で実施している野菜摂取促進事業について知っている保護者の割合 

 
 
【表 3】 保育園で行っている「ひと口目は野菜から」食べる取り組みについて知っている保護者の割合 

 
 
【表 4】 成人の一日の野菜の推奨摂取量（350ｇ）を知っている保護者の割合 

 
 
【表 5】 保護者が野菜料理を食べる頻度 

 
 
【表 6】 「ひと口目は野菜から」食べる習慣のある子どもの割合  

  2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 

園数 41 園 39 園 36 園 34 園 

配布数 2,791 2,651 2,456 2,238 

回収数（回答割合） 2,236（80％） 2,307（87％） 2,189（89％） 2,045（91％） 



 
【表 7】 子どもが野菜料理を食べる頻度 

 
 
(2) 子どもの食習慣に関する保護者の認識と、子どもの食物摂取量 

4 歳時点における子どもの食習慣に関する保護者の認識と子どもの食物摂取量との関連につ
いて、子どもの性別、BMI、食物アレルギーの有無、保護者の年齢、BMI、就業状況を調整した
多変量線形回帰分析を行った。 
子どもの食習慣について「よい」と認識している保護者の子どもは、子どもの食習慣について

「よくない」と認識している保護者の子どもと比べ、野菜（β = -48.7、95％信頼区間[CI]：-86.1, 
-11.2）、豆類（β = -13.2、95％CI ：−26.1,-0.3）、魚介類（β = −9.2、95％CI：-17.5, −1.0）の摂取量
が多く、油脂類・脂肪の多い食品（β = 1.7、95％CI：0.4, 3.1）、菓子類（β = 11.9、95％CI：3.6, 
20.3）、ソフトドリンク類（β = 31.2、95％CI：3.5, 59.0）の摂取量が少なかった。一方、子どもに
とって重要なタンパク質やカルシウムの供給源となる乳製品の摂取量については、子どもの食
習慣について「よい」と認識している保護者の子どもと、「よくない」と認識している保護者の
子どもを比較しても有意な差はみられなかった。 
 これらの結果から、保護者は子どもの食習慣について、野菜や魚介などの食品の摂取の重要性
を認識していることが伺われた。一方、子どもの発達の上で重要な栄養素を含む他の食品群につ
いては充分に認識されていない可能性があり、就学前の保護者に対する食育の内容における課
題が示唆された。 
 
(3) 野菜を食事の始めに食べる習慣による野菜摂取量への効果 

5 歳時点における子どもの食習慣と食物摂取量との関連について、子どもの月齢、身体的健康
状態、野菜料理を食べる頻度を調整した多変量線形回帰分析を行った。 
野菜を食事の始めに食べることがまったくない子どもに比べ、野菜をときどき始めに食べる

子どもやいつも始めに食べる子どもは、野菜の摂取量が多かった（それぞれ 27％、95％CI：0％, 
63％；93％、95％CI：43％, 159％）。一方、他の食品群（果物、肉類、魚介類、米、パン・麺類、
菓子類）の摂取量については、食事の始めに野菜を食べる習慣との関連はみられなかった。 
 
(4) 野菜を食事の始めに食べる習慣と子どもの過体重との関連 
 小学 1 年生時点における子どもの食習慣と過体重との関連について、世帯所得、母親の年齢、
学歴、就業状況、保護者の婚姻状況、家庭での食事の様子、子どもの身体活動に関する変数を調
整した多変量ロジスティック回帰分析を行った。 
対象とした小学校 1 年生（n = 5,355）のうち、有効回答数は 4,291 件（80.1％）だった。食事

の始めに食べる食品について、「野菜」「肉・魚」「米・パン」「汁物」「特に決まっていない」と
回答した割合はそれぞれ 11.6％、23.3％、25.4％、9.8％、29.9％だった。食事の始めに肉・魚を
食べる子どもは、始めに野菜を食べる子どもと比べ、過体重となるオッズ比（OR）が高かった
（OR：1.83、95％CI：1.3, 2.6）。一方、食事の始めに野菜を食べる子どもと比べ、始めに米・パ
ン、汁物を食べる子どもが過体重となる OR は、それぞれ 1.11（95％CI：0.8, 1.6）、1.29（95％
CI：0.8, 2.0）だった。 
  
(5) 野菜を食事の始めに食べる習慣による齲歯予防への効果 
小学校 1 年時点における子どもの食習慣と 1 年後のう蝕経験歯数（DMF 歯数）との関連につ

いて、性別、世帯所得、保護者の学歴、小学 1 年生時点の DMT 歯数を調整した多変量ポアソン
回帰分析を行った。 
 小学 1 年生時点で野菜を食事の始めに食べる習慣がある子どもは、その習慣のない子どもと
比べ、DMF 歯数が少なかった（罹患率比 0.85、 95％CI：0.75, 0.98）。 
 
これらの結果から、食事の始めに何を食べるかといった食習慣が、子どもの食品摂取量に影響

を与えることが示唆された。特に野菜から始めに食べる子どもは、野菜の摂取量が多く、また他
の食品群（肉・魚）を食べる子どもより過体重となる傾向が抑えられていたことから、就学前か
ら野菜摂取習慣を促す取り組みとして、野菜を食事の始めに食べる習慣づけの指導が有効であ
る可能性が示された。 

 
区立保育園・小学校の一学年全員を対象としたデータを用いた本研究は、自治体における野菜

摂取促進事業の普及の様子を経年的に示し、子どもの食習慣と野菜摂取量、過体重予防との関連
について明確な検証を行った点に意義がある。一方、食事の際の習慣と子どもの DMF 歯数に関



連がみられるなど、当初は想定していなかった効果についても知見が得られたことから、食事の
際の子どもの習慣が、子どもの食事摂取や健康と関連するメカニズムについて、さらなる理論的
な検証が必要である。 

今後の展望としては、就学前のみならず、就学以降の小児を対象とした継続的な調査を行い、
小児期全般における食習慣の変化を明らかにすることが考えられる。本研究で得られた知見に
基づき、就学前に身についた食習慣がどのように継続または変化するか、また望ましい食習慣を
継続するために、就学期における効果的な方法は何かという問いについて明らかにしたい。 
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